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粟
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吉
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『
仁
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経
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に
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る
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題

粟

谷

良

道

吉
蔵
撰

『
仁

王
経
疏
』

の
研
究
に

つ
い
て
は
佐
藤
哲
英

博
士

の
著
書

『
天
台

大
師

の
研
究
』

の
申

で
天
台
と

の
関
連

か
ら
言

及
さ
れ
て

い
る
が
、

著
書
中
、

吉
蔵
撰

『
仁

王
経
疏
』

価
は
智
顕
か
ら
の
思
想

的
影

響

の
あ
る

こ
と
が
指
摘

さ

れ
て
い
る
。
実
際
、

疏
中

二
度
に
亘

つ
て
天
台
智
者

の
名
前
を
見

い
だ
す

こ
と

が
で
き
る
。

し
か
し
、

こ
の
二
点
に

つ
い
て
吉
蔵
は
疏
中

「
天
台
智
者
於
衆
経

中
闊

明
五
義
。
」
(
大

正
三
三

・
三

一
四
中
)
、
あ

る

い

は

「
天

台

智

者

言
。
」

(
同
前

・
三

二
○
下
)

と
述

べ
て
い
る
だ
け

で
あ

り
、

天
台

の
い
ず
れ

の
著

書

か
ら

の
引
用

で
あ

る
か
は
あ
き
ら
か
で
な
い
。

然

る
に
佐
藤
博

士
は
著
書
中
他

の
箇
所
に
お
い
て
五
門
分
別
は
天
台
説

『
法

華
玄
義
』

か
ら
の
引

用
で
あ

る
と
指
摘

さ
れ
て
お
り
、

そ

の
傍
証
と
し
て

「
若

具
明
教
相
。

諸

経
不
同
。
備
如
法
華
玄
義
釈
。
」

(
大
正
三
三

・
三

一
五
中
)

と

い
う

一
文
を
あ
げ
、

疏
中

の
法
華
玄
義

が
天
台
説

『
法
華
玄
義
』
を
指
す
も

の

と
解

さ
れ
て
い
る
。
果

し
て
そ
う
で
あ
ろ
う
か
。

こ

の
箇
所

は
、

ま
ず
江
東
諸
師

の
三
種
分
教
を
述

べ
、
続

い
て
吉
蔵
は
疏
中

「
今
依
菩
提
流
支

直
作
半
満
分
教
。
」
(
大
正
三
三

・
三

一
五
中
)

と
述

べ
て
半

満
義

の
典
拠

を
菩

提
流
支
に
求
め

て
い
る
。

そ
れ
に

対

し

天

台

説

『
法

華

玄

義

』
で
は
三
種
の
教
相
を
述

べ
て
い
る
も

の

の
、
続

い

て

「
次

難

流

支

半

満

義
。
」
(
同
前

・
八
○

四
上
)

と
述

べ
て
お
り
、
菩

提
流
支

の
半
満
義

に
対
し
て

は
批
難
し

て
い
る

の
で
あ
る
。

と
こ
ろ

で
吉
蔵

の
他

の
著
書

『
法
華
玄
論
』

巻
第
三
に
も
三
種
教
相

の
記
述

が
あ
り
、

さ
ち
に
菩
提
流
支

の
半
満
義

に

ふ

れ

「
即
知
半
満
有
本
」

(大

正
三

四

・
三
八
四
下
)

と
述

べ
て
菩
提
流
支
に
典
拠

を
求
め
て

い
る
。

こ

こ
に

『
仁

王
経
疏
』

と

『
法
華
玄
論
』

と
に

一
致
点
が
み
ら
れ
る
。

そ
こ
で
疏
中
用

い
ら
れ
て
い
る

「
法
華
玄
義
」

と

い
う
言
葉

の
使

い
方
で
あ

る
が
、
吉
蔵
撰

『
中
観
論
疏
』

に
も

「
法
華
玄
義
」

の
語
が
二
度
用

い
ら
れ
て

い
る
。
す
な

わ
ち
巻
第

一
本

と
巻
第
八
末

の
二
ケ
所

で
あ
り
、

前
者
は

『
法
華

義

疏
』
巻
第

一
、
後
者

は

『
法
華
玄
論
』
巻
第
五
に
相
当
箇
所
を
見

い
だ
す

こ

と
が
で
き
る
。
さ

ら
に

『
法
華
義
疏
』
巻

第

三
、
『
中
観
論
疏

』
巻

第

一
末

に

は

「
玄
義
」

と
い
う
語

が
み
ら
れ
る
が
、

こ
れ
ら
両
者
は
共
に

『
法
華
玄
論
』

中
に
相
当
箇
所
を

み
い
だ
す

こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
価
吉
蔵

は
自

ら
の
著
書
を
指

し
て

「
法
華
玄
義
」
あ
る

い
は

「
玄

義
」

と
呼

ん
で
い
る
類
例
を
見

い
だ
す

こ
と
が
で
き
る

の
で
あ
り
、

本
疏

中

の

「
法
華
玄
義
」
も

そ
の
域

を
出

る
も

の
で
は
な

い
。
そ
れ
故
、

吉
蔵
が
天
台
説

『
法
華
玄
義
』
を
見

た
と
い
う
確
証
は
な
く
な
り
、

五
門
分
別

の
引
用
が

い
ず

れ
の
著
書

か
ら
の
引
用

で
あ
る
か
は
不
明

で
あ
る
。

ま
た
天
台
か
ら
の
影
響

と
し
て

「
因
縁

生
法
即
空
即
仮
即
中
」
(
大

正
三
三

・

三

一
八
上
)

と
い
う

一
文

が
指
摘

さ
れ

て
い
る
。

こ
の
言
葉
は
疏
中

「
若
依
正

観
」

と
あ

る
よ
う
に

『
中
論
』

か
ら
の
引
用

で
あ
り
、

吉
蔵

は
他

の
著
書
に
お

い
て
も

か
な
り

の
回
数

で
引
用

し
て
い
る
。

こ
の
問
題

に
つ
い
て
平
井
俊
栄
先

生
は
、
天

台
と
吉

蔵
と
に
解
釈

上
の
相
違

の
あ

る
こ
と
を
指
摘
さ

れ
て
い
る
。

さ
ら
に
言

及
す
る
な
ら
ば

『
二
諦
義
』
巻

上
に
は

「
如
中
論
云
。

因
縁
所
生

法
。
我
説
即
是

空
。
亦
為

是
仮

名
。
亦
是
中
道
義
。

従
来
明
。

此
是

三
是
義
。

一
因
縁
即
是
空
。

二
是
仮
。

三
是
中
。

此
之

二
諦
。
」
(
大

正
四
五

・
八
二
下
)

と
述

べ
ら
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、

こ
の
偶

は
従
来
、

三
是
義

と
し
て
問
題
に
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さ
れ

て
い
た

の
で
あ

り
、
従
来

の
三
是
義

に
対

し
て

「
此
之

二
諦
」
と
述

べ
て

吉
蔵
自
ら

の
見
解

を
述

べ
て
い
る
。
吉

蔵

は

ま

た

『
二
諦
義
』

巻
上

に

お

い

て
、
開
善
が

「用
中
道
為

二
諦
体
」

(
同
前

・
一
○
八

上
)

と
述

べ
た

こ
と

に

対

し
、
自

ら

の
立
場

で
あ

る
中
道

為
体
説

と
の
相

違

を

述

べ
、
最

終

的

に

は

「
仁
王
経
明
三
諦
義
。

彼
便

曲
解
。
」

(
同
前

・
一
○
八

下
)

と
述

べ
て
開
善

の

説
を
斥
け
て
い
る
。

ま
た
同
書

に
は

「従
来
明
有

三
諦
義
。

一
世
諦
二
真
諦
三

非
真
非
俗
諦
。
」

(
同
前

・
九

一
中
)

と
あ
り
、
従
来
す

で
に
三
諦
義

が
問
題
と

さ
れ

て
い
た

こ
と
を
紹
介

し
、
次

に

「
錐
有

三
諦
。

不
乖
常
依
二
諦
説
法
。

何

者
。

今
真
俗

是
二
諦
。

摂
真
俗

二
為

世
諦
。

不
真
俗
為
第

一
義
。
」
(
同
前

・
九

一
中
)
と
述

べ
て
い
る
。
す
な

わ
ち
吉
蔵

に
と
つ
て
三
諦
と
は
二
諦

の
重
層
的

構
造
を
示
す
も
の
で
あ
り
、

第

三
諦

と
さ
れ
る

「
非
真
非
俗
諦
」
た
り
と
も
、

世
諦
価
対

す
る
第

一
義
諦

に
ほ
か
な
ら
ず
、
決
し

て
二
諦

の
域
を
出
る

こ
と
は

な

い
。

さ
ら
に
天
台
か
ら
の
影
響

と
し
て
、
同
居
報
上
、

実
報
無
障
擬
報
土
、

常
寂

光
土

(
大
正
三
三

・
三
三
五
上
-
中
)

が
指
摘
さ
れ

て
い
る
。

こ
れ
ら
の
言
葉

は

『
仁
王
経
』
中

の

「
三
賢
十
聖
住
果
報
。

唯
仏

一
人
居

浄

上
。
」

と

い

う

一

文
を
解
釈

し
た
語

で
あ

る
が
、

こ
の

『
仁

王
経
』

の

一
文
は
吉

蔵
の
浄

土
観

の

典
拠
と
し
て
処

々
に
用

い
る
文
句

で
あ

り
、
吉
蔵

に
と

つ
て
非
常

に
重
要

な
語

で
あ
る
。

こ

の

一
文
を
解
釈

し
た
同
居
報

土
、
実
報
無
障

擬
報

土
、
常
寂
光

土

と
い
う
語

は
、
実
際
、

天
台

が
処

々
に
用

い
て
い
る
が
、

ま
た
吉
蔵

に
も
類
例

を
見

い
だ
す

こ
と
が

で
き
る
。

す
な

わ
ち

『
法
華
義
疏
』
『
勝
量
宝
窟
』
『
法
華

統
略
』
に
も
常
寂
光
土
を
見

い
だ
す

こ
と
が
で
き
る
。

こ

こ
で
特
徴

と
し
て
は

吉
蔵
が
こ
の
常
寂
光
土
を
述

べ
る
場
合
、

き
ま

つ
て

『
普
賢
観
経
』
を
典
拠

に

あ
げ
て
お
り
、

そ

の
源
は
あ
き
ら
か

で
あ
る
。

次
に
実
報

に

つ
い
て
で
あ

る
が
、

吉
蔵
撰

『
浬
桀

経
遊
意
』

に
は

「
地
経
説

仏
相
好
為
実
報
身
也
。
」

(
大
正
三
八

・
二
三
六
上
)
と
あ
り
、
実
報

の
典

拠
を

地
経

に
求
め

て
い
る
。

こ
の

一
文
は
す
で
に
指
摘
さ
れ

て
い
る

よ

う

に
、
『
大

乗
義
章
』
に
も
見
い
だ
す

こ
と
が
で
き
る
。
ま
た

『
大
乗
義
章
』
巻
第

十
九
浄

土
義
に
は

「
実
報
之
身
。

依
実
報

土
。
」
(
大
正
四
四

・
八
三
六
下
)

と
あ
り
、

す

で
に
実
報
土
に

つ
い
て
言

及
さ
れ
て
い
る
。

も

し
吉
蔵
が

『
大
乗
義

章
』
を

見

て
い
る
と
す
れ
ば
、

『
大
乗
義
章
』

の
影
響

と
い
う

こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

最
後
に
同
居
土
に

つ
い
て
で
あ

る
が
、
『
維
摩
経
義
疏
』
『
大
乗

玄
論

』
に
も

見

い
だ
す

こ
と
が
で
き
る
。
す

な
わ
ち

「
就
浄
土
中
。

更
開
四
位
。
」

(
大
正
三

八

・
九
二
七
中
、
同

四
五

・
六
七
上
)

と
あ
り
、

四
種

の
浄
土
が
説

か
れ

て
お

り
、

そ

の
典
拠

と
し
て
、
『
仁

王
経
』

の

「
三
賢
十
聖
住

果

報
。
唯

仏

一
人

居

浄
土
。
」

と

い
う

一
文
が
引
用

さ
れ
て
い
る
。
吉
蔵

の
説
く

四
種
浄
土

と

は

凡

聖
同
居
土
、

大
小
同
住

土
、
独
菩
薩

所
住

土
、
諸
仏
独

居

土

の
四

種

で
あ

る

が
、
典
拠

と
し
て
の

『
仁

王
経
』

の

一
文

よ
り
考
え

る
な
ら
ば
、

諸
仏
独
居
土

が

「
唯
仏

一
人
居
浄

土
。
」

と
い
う

一
句

に
よ
る
こ
と
は
あ
き
ら

か

で

あ

る
。

そ

こ
で
同
居

土
で
あ

る
が
、

こ
れ
は
諸
仏
独
居
土

の
独
居
土
に
対
し
て
同
居
土

と
述

べ
た
も

の
と
考

え
ら
れ
る
。
同
居

土
が
独
居

士
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
な

ら
ば
、

あ
き
ら
か
に

『
仁

王
経
』

の
影
響

と
い
う

こ
と
に
な
る
。

以
上
、
結
論

を
述

べ
る
と
、

ま
ず

『
仁

王
経
疏
』
中

の

「
法
華
玄
義

」
と
は

『
法
華
玄
論
』
を
指
す

の
で
あ
り
、

天
台
説

『
法
華
玄
義
』
を
見
た
と

い
う
確

証

は
な
く
な
り
、

五
門
分
別

の
引
用
が

い
ず
れ

の
著
書
か
ら

の
引
用
で
あ
る
か

は
不
明

で
あ

る
。
そ

し
て
天
台

か
ら

の
影
響

で
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
る

「
因
縁

生
法
即
空
即
仮
即
中
」
「
同
居
報
土
」
「
実
報
無
障
擬
報

土
」
「
常
寂

光

土
ト

に

つ
い
て
は
、
吉
蔵
が
根
拠
を
示

し
て
用

い
て
い
る

の
で
あ
り
、
吉
蔵

の
根
拠

を

み

て
く

る
か
ぎ
り
、

天
台
か
ら

の
影
響
と
は
言

い
難

い
。
(
註
略
)

(
駒
沢
大
学
大
学
院
)

吉
蔵
撰

『
仁

王
経
疏
』

に
お
け
る
問
題

(
粟

谷
)
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